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教育目標：共生の精神をもち、主体的に力強く生きる人間の育成 校訓：明朗 礼節 進取 自律

令和７年１２月１０日（水）、本校において、生徒会役員選挙立会演説会及び投票が行われま
した。今回の選挙には、会長に２名、副会長に３名、事務局長に１名の立候補がありました。ど
の候補者もこの日に向けて、各教室での演説や、朝の挨拶運動を兼ねた投票の呼びかけなどに意
欲的に取り組み、熱心に選挙活動を行ってきました。
立会演説会当日は、すべての候補者が「学校をよりよくするために、自分に何ができるか」を

真剣に考え、具体的な施策を公約として掲げ、堂々とした態度で演説を行いました。その姿から
は、生徒会活動に対する強い責任感と熱意が感じられました。また、どの演説からも、「よりよ
いＫＪをつくるために、身近なことから行動していこう」という前向きな思いが伝わってきまし
た。
当選し、信任を受けた皆さんには、これまで受け継がれてきた伝統を大切にしながら、ＫＪが

地域に愛され、生徒一人一人にとって過ごしやすく、温かい学校となるよう、生徒会活動に力を
尽くしてほしいと思います。また、役員の皆さんだけでなく、全校生徒一人一人が主体的に学校
づくりに関わり、すばらしいＫＪの歴史を創り上げていってくれることを期待しています。

今回の選挙に限らず、人生の中では、何かに挑戦する機会が何度も訪れます。選
ばれなかった人や、思うような結果につながらなかった人にとっても、その経験が
無意味になることは決してありません。「挑戦した経験」と「一歩踏み出した事実」
は、必ず自分の中に残り、これからの人生の大きな糧となります。
今回の選挙を通して、教師として特にうれしく感じたのは、立候補したすべての

生徒が、学校のことを真剣に考え、自ら行動に移してくれたことです。そのような生徒が育って
いること自体が、本校にとって大きな財産であると感じています。改めて、勇気をもって立候補
してくれた皆さんに、心から賞賛の拍手を送りたいと思います。
海外の有名俳優の名言に、「後悔とは、やってしまったことにするものではなく、やらなかっ

たことにするもの。だから、私はチャンスが来たら必ず挑戦するのです。」という言葉がありま
す。今回の経験が、今後の更なる挑戦へとつながっていくことを願っています。



１２月１２日（金）の５・６校時に、全校総合探究成果交流会を実施しました。本交流会は、
全校縦割りで６会場に分かれて行われ、１年生は職場体験学習、２年生は宿泊体験学習、３年生
は修学旅行で学んだ成果について、それぞれ発表しました。
各学年とも、活動の目的を明確にした上で事前の調べ学習に取り組み、実際の体験を通して得

た気づきや学びを、自分たちの言葉で分かりやすく伝えていました。１年生は働くことの意義に
ついて、２年生は秋田県在住の国際交流員（外国の方々）へ紹介したふるさと秋田の英語による
紹介やコミュニケーション体験について、３年生は台湾での体験や学びを基に、将来身に付ける
べき力や、今から伸ばしていくべき力について触れるなど、学年の発達段階に応じた深まりのあ
る発表が見られました。
縦割りで実施したことにより、３年生のリーダーシップが随所で発揮されるとともに、１・２

年生にとっては、今後自分たちが取り組む学習や活動を具体的に見通すことのできる、貴重な学
びの機会となりました。

下に当日の写真を掲載しておりますので、交流会の様子を少しでも感じていただければ幸いです。


